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次のとおり活動したことを報告します。 

【活動報告月：２０２４年１月分】 

１．実施した活動の概要・状況 

 今月は年始の月で大きなイベントがあった。今年のスノーライトフェスは雪が無く、去年と同じようにはで

きないことが多かった。また、準備期間も短く、直前で変更をすることが多かった。心身ともに疲労がたまり、

体調を崩しながらも出勤しないといけない環境で、全体的に見てもつらい１ヶ月となった。 

 

（主な活動） 

◇１月１２日（金） 脇野沢 真冬の鱈祭り 準備手伝い 

 昨年度、準備の手伝い、当日の手伝い、当日の片付けの手伝いをした、「脇野沢の真冬の鱈祭り」だが、今年

度は次の日から東京へ出張のため、前日の準備の手伝いに参加した。昨年度と大体配置が同じだったため、ど

こに何があったかを思い出しながら、足りないものはないかを考え、作業のお手伝いをした。今年度から増え

たコンテンツもあり、年々進化し続ける真冬の鱈祭りに驚いていた。 

 実際に準備を手伝う中で、企画者の大変さを第３者目線で見ることができた。企画者のこだわる部分とその

理由を手伝いながら知ることができ、自分が企画者になった時にも同じように企画にプライドを持つことがで

きるのかと考えた。これから大きなイベントが待ち構えているが、プライドとこだわりを持って企画、実施で

きる余裕があれば良いなと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇１月１４日（日） 東京ビッグサイト 移住・交流＆地域おこしフェア 2024 

 １３日（土）、１４日（日）と東京のビッグサイトで、移住、交流を考えている人と各地域の団体が一堂に会

するイベントが行われ、出席してきた。普段の仕事、活動がどんなもので、どんな魅力があって、どんな楽し

いことがあるのかを、来てくださった方に伝えた。ブースの配置的にもお客さんがよく来るような場所ではな

かったものの、それでも多くの方にご来場いただき、お話をすることができた。 

 このイベントで、他地域の協力隊の活動を知ることができた。脇野沢でも問題となっている、「働き口を見つ

けても住む場所が無い」という問題を抱え、古民家を再生するために頑張っている方もいた。同じ境遇、環境

で何をしているか話を聞くのは面白かった。 

 また、お客様に向けて、自分の活動の紹介をする機会があったのは、とても良いことであるように感じた。

なかなか無いので良い経験ができた。自分の考えを伝えることが改めて弱い部分であると感じたため、これを

強くするためにも今後も精進していく。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇１月１８日（木）以降 スノー×ライトフェス２０２４ in 川内 準備 

 昨年度開催した「スノー×ライトフェス 2023 in 川内」では、雪の滑り台を作った他、イグルーづくり、 

スノーシュー体験、雪灯籠など、雪を使ったコンテンツで川内町の冬の魅力を発信した。川内町の「雪が多

い」というマイナスなイメージを「雪があるからこそ！」というプラスなイメージに変えるべく開催した。昨

年度は多くのお客様にご来場いただいたものの、反省点や改善点も多く、「準備不足」を指摘されることが多か

った。 

この「準備不足」を解決するために、今年度は３か月前から企画を練り、飲食店を募集した。そのおかげ

で、前回が 5 店舗だったのに対して、今回は 12 店舗まで拡大することができた。 

 天気予報とにらめっこを続け、１か月前となった日に企画の内容の大幅な変更に踏み切った。雪が無いがた

めに、「雪を楽しむ」という根本的な目的が損なわれ。中止も考えたが、前回開催したことで「地域交流の場」

となっているという副産物を得ていたこともあり、「雪が無くても楽しめる、地域交流の場」とすることを目的

として、開催することに決めた。ただ、雪が無い、積もっていないとはいえ、少し積もる場合、水を含んでベ

チャベチャになる場合なども考慮し、安全に楽しめることを前提にコンテンツを考えた。 

 今回の準備期間で改めて「余裕」の大切さを知ることができた。自分に余裕が無いときは、普段何気ないも

のでも捉え方が変わることを自覚した。これは相手にも同じことが言えると思う。相手への伝え方はもちろ

ん、相手側の状況なども見て、タイミング、話し方が重要になることを改めて学ぶことができた。余裕ができ

るよう日々務めることはもちろん、相手に余裕を与える配慮も大切であるため、今後の活動では、周囲の状況

を観察しながら伝え方を考えていきたいと思う。 

 

 

 

 

 

 

２．翌月の活動予定 

 ２月はイベント本番から始まる。準備のために後回しにしている仕事も多く、締切も近いため、イベントが

終わった後も時間に追われる日々が続く。すべて終わるとすっきりするだろうが、来年度に向けた準備も進め

ていかなければいけない。自分ができることを考えて、選択していきたい。 

 ２月  ３日 スノー×ライトフェス 2024 in 川内 

 ２月  ７日 ジオパーク全国大会 おもてなし部会会議 

 ２月 １０日 マタギ企画展開始 

 ２月 ２４日 下北ワインとジャズの夕べ 


